
日 時  平 成 〕5年 6月 30

児 童 3 年 1 ネロ.

男子 14名  女 子

場 所  3年 1純  教 室

授業者 佐  藤  純  子

日 (月)5 tttH寺

1 9 名 言1 ‐3 3 名

1 単 元名 「見つめようわたしたちのまち」

1 ま ちたんけんをしよう

単元の 目標

①自分たちの地域の4寺色ある地形 ,土地利用,主 な公共施設、交通の様子などを調べる活動をと

お し,地 域の人々のくらしが自然環境や社会環境と深くかかわり合つていることを捉えさせ,

地域社会の一員としての自党をもつようにする。

○地域を具体的に観祭 ・調査 して絵地図や白地図に表現 し,地 域マD特色を捉えるとともに,地 域

の公共施設を進んで利用 しⅢ 地域社会にはたらきかけることができるようにする。

単元について             ｀

(1)教 材について

本単元は,学 習指導要領第 3学 年 4学 年の内容, 2(1)「 自分たちの住んでいる身近な地

域や市 (区P町 ,村 )の 特色ある地形,土 地利用の様子)主 な公共施設などの場所 と働き,交

i亜の様子などを観察,調 査 したり白地図にまとめた りして訓べ,地 域の様子は場所によつて達

いがあることを考えるようにする」を受けたものである。

生活科からの接続 ・発展を考えて, 自分たちの任む地域の深統活動をするなかで,自 分たち

のまちやそこで生活する人々,施 設 ・設備などのかかわり気づくこと, 自分たちの住むまらの

よさに気づき,ま ちに対 して愛着をもつことをねらいとしている。そのため,探 検活動を重視

した単元構成 となっている。探検活動からの導み、は,生 活科の手法としても先行経験があり,

子 どもたちにとてもなじみやすく,探 検 ・発見の期待や喜びがその後の活動を支える意欲にな

ると考えられる。

(2)児 童について

子どもたちは,初 めての社会科にたいへん興味 ・関心をもつてお り,社 会科の時間を楽 し

みに しているっ昨年度までの生活科の関わりもあり,特 に探検活動に対しての関心は高く、

早く行つてみたい,制 マ`ミてみたいと期待を大きくネくらませている児童がほとんどであつた。

また,示 の遊足では,企 ヶ崎町内にある卸売業者やシューズエ場などを訪聞し,そ こで働く

人の構子や仕事の内容などについて見学 してきた。その際,児 童は,そ 加/らの施設でどのよう

な ことを知りたいか〕見てきたいか課題をもつて出かけ,分 からないことについては質問をす

るという活動を行った。だが,ま だ側瀬解決型の点l考 ・判‖ブi的な学び方や技能 ・表現的な学び

方についてはこれから学習を深めて1/hかなければならないっ



(3)学 習の進め方について

本ヽえが初めての単元であるので,社 会科の学び方をし′つかりと身につけさせ,学 習の基盤

をつくりたい。

単元のつかむ段階では,方 位確針で山方位を確かめたうえで,町 役場の展望台かと)まセ)の様

子を乱集 L′,学 習プ リン トに建物や気になつたものの名前を書き込む。 さらに,見 つけたもの

を絵カー ドに表し,方 位を確かめながらグループ毎に模造紙に貼っていく活動をする。展望台

からではよく見えなかったところ,も つと詳しく調べてみたいものはどのようにしたらよいか

を話 に/合い,課 題意識をもたせ,次 の探検活動への意欲を高めさせたい。

調べる穀階では,ま ずはじめに学校の西コースを探検する。探検で何をするのかをはつきり

させるため,土 地利用 ・建物の様子・交通の様子など調べる視点を与え,全 体で課題作りをす

る。探検では児童の実態を考え全員で同じコースを一緒に歩き, 目印となる地点で意図的に足

を止め周囲の様子を観祭させることを通 し′て,観 察の仕方を身につけさせるととモ)に,ね らい

に近づかせたい。探検後は,自 分が発見したことを記した絵カー ドを自地図の上に置き,気 づ

いたことを全体で話し合い,学 校の西側の概観をつかませていきたいと考える。次に,東 コー

ス探検の討‐画へと進ませる。 (本時)西 コースは全体課題めみで進めたが,東 コースから個人

課題をプラスL″て問題解決理学習にせまりたい。その際,西 コースの探検をして発見したこと

や気づいたことをもとに,東 コースではどうなつているかという視点から課題を作り,西 コー

スと比較 しながら予想させていきたぃ。探検後は,学 校の西側と東側の対比を意識させ,土 地

利用 ,建物の様子 ・交通の様子はどのようになっていたかを語1夕合い,学 校の周辺の概観をつ

かませたい。

まためる段階では,ま ち探検で発見したことやわかったことを個人でポスター, ミユ新聞な

どにまとめ発表し合 う。お互いの発表のよい点を紹介 し合 う場面を設定し,今 後の活動へ生か

せるようにしたい。

ひろげる段階では,ま ち探検で調べてきたことをもとに,工 夫しながらまちの絵地図をつく

り, 自分たちのまちについて気が付いたことや思つたことを発表させたい。そして,こ れまで

の学習を生かして,自 分たちのまちについて様々な視点から,さ らに調べてみたいことを個人

で迫究させていきたレ`。

(4)仮 説にかかわって

【仮説l】については,西 コース深校計画を生かしながら,東 コース探検の自分の課題を立

て,問題解決型の学び方をしっかりと身につけさせ,学習の基盤づくりをしたい。

【仮説21に ついては,単位時間ごとの評価表を作成し,子 ども一人一人の変容をとらえ,

児童理解に努め,次時の学習の支援へと反映させたい命



43村Flの覚雪恩出と歌煙響ピ屯のまと,」 (本時 10Hキ ′′全 23時 間)
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分かつたことをカ
ー ドに記録するよ
うに促

・
す。

③完成 した絵地
図から自分たらの
まちの特徴を読み
取ることができ,
さらに調′`ミたいと
いう言欲を持たせ
る。

△紛地図を読み取
るためのポイン ト
を与え,自 分たち
のまちの特徴がわ
かるようにする。

0自 分のテーマ
をもちより発展的
に自分たちが住む
主らの特徴を調べ

”『ぃ如思ったこと貯中中きる。の

約

，り

つ
が

一
通
点
に
う

伽帥咋中

‘
り
に
Ｌ

・
調
と
な
図
る
含
科
し
す

。
の
て
仕

や
す
で
の
い
見
と

。

り
表
が
者
よ
を
こ
る

か
発
と
他
の
ろ
ろ
き

分
く
こ

，表
こ
け
で

。
す
る
き
発
と

つ
が

き
も
近
様

，
つ
あ
考

て
を
身

の
え
よ
を
を

べ
と

，域
捉
に
い
と

。

調
こ
に
地
を
所
違
こ
ろ

。
た
と
な
子
場

て
る
え

仰如”勢めたり，非車知”る。の

・
の
ら
た
と
他
の
ろ
る
き

よ
達
る
き
　
＞

に
の
え
で
　
イ

所
子
考
が
　
＜

場
様
を
と

。

・
る
い
こ
ろ

の
手
た
し
う

畑ル被隊映る。０

・給仰
姫
り，仰
対

で
こ

，ら
図
白
ち
が
や
を
と

検
た
に
が
地

，ま
気
と
と
こ

。

探
き
と
な
絵
り
の
て
こ
こ
ろ
る

ち
て
も
し
の
く
ち
い
た
た
す
き

ま
べ
を
夫
ち

つ
た

つ
い

つ
表
で

・
調
と
工
ま
を
分
に
付
思
発
が

ち
特

る
き

た
の
え

で

分
ち
捉
が

自
ま
を
と

，

，
の
微
こ
ろ

か , 加 坐や変
更 を くわえる
ところはない
か話 L′合う。
・自分 たちが
考 えたマ ーク
の他 に, 地図
記 号で表す方
法 t ) あること
わSわ力ヽろ`

。これまでの
学習を生か し
て, 自 分 た ち
の1 l i 竹まうに

口見学や殊社会
をもとにして,
さらに冊B′ミ=iみ
たいことをr l  A ,

, 自分が訓
バたい こと
を兄 i 〕け,
准 ムメで嗣 ′`モ

で
隊

ん
枕

々
探
打

よ
十

叫

，

よ
十
の
に
表
内
う

る
を
分
り
発
の
よ

き
問
自
通
の
れ
る

放
剛
え

，鰹
備
ぱ
館

。

表
練
与
を

。そ
記
す

発

，に
表
う
ら
を
促

△
う
分
発
行
か
容
に

◎自分の発表を他
者に分か りやす く
行い,他 者の発表
の良い点をたくさ
ん見つけるように
にす。

た
夕
と
発
こ

。

き
ス
ま
い
う
る

て
ポ
に
し
行
き

べ
を
ど
楽
を
で

調
と
な

や会
が

，
こ

一
め
表
と

で
こ
ま
会
　
と釈
紹
今
生

検
た
て
ま
　
発
を

，に

探
き
い
発
　
の
点
い
動

腕拭陣城陥郷か崎備す。

・
調
と
と
を

。
の
介
按
か

⑥絵地図にまとめ
ることで地域の全
体像をつかみ,立
体的な具体物を記
号化することによ
つて記号化の利便
性や必要性に気づ
くn

△決め られた絵地
図作りの手段にそ
って今まで学習 し
た ことを絵地図に
まとめられるよう
支援する。

口絵地図の
作 り方や約
束に従つて
絵地図をtt
上 デ々ること
ができる。

`絵地図作
りの手段に
そつて,絵
地図を/Dく

ることがで
きる。

( アウ)



〈1〉

ひろげる

(23)

で研究する。
。まちの中で気
にかかることを
積極的に調べて
いく。
・発展的に調べ
たことをまとめ
たリョ ナ山図1こl‐1
け加えたりして
いくr、

ようとす る
ことができ
る。

,ま ちの中
で気にかか
ることを糖
極的に調バ

ようとする。
(ア)

，↑
ミ
，

こ

韓
帥
れ
できる

。

ぃ
点
兄
が

つ
視
発
と

るように促す。

△今までの学習を
/t_かし,調 ′`ミる視
点 を明離 に させ
る。

評価方法
項 評 価 の 方 法 言平 価 の 目 体

ｈ
ツ な 方 法

ア 行動観察による評価 授業者または観察者のチェック表による評価

イ 発言分析 による評価 子 どもの発言回数,内 容による評価

ウ 作品分析 による評価 ポー トフォッォ評価

エ 自己評価,相 互言平価 自己評価カー ド,ア ドバイスカー ド,コ ミュニケーション分析,感 想文による評価

オ 表現の評価 発表会などの手法で発表される内容,方 法などの評価



5 ク|〈‖寺α)J軒よ尊

( 1 ) 日 裸

地形や土地利用,交 通の様子などについて,西 ■7-ス 株検を生かに′ながら,束 コース探検

をするための計画を立てることができる。

(2),韓  け日

出柱 児 童 の 活 動 援支の自市教 ☆評価規準

☆判断基準

価

　

法

評

　

方

備  考

イ)

か

む

５

分

e  l l L iコー ス探検で,

発見 したこと ・わ

かつたことを発表

し合 ) 。

0計 画を立てる見通

L′をもつ。

〇西ヨースの燥検をまとめた白地図をもと

に,」i地の使わガ1フ方,建 物 ・交通の様子

などはどぅだつたかを発表 させ, 前‖寺を

ふ り返らせる。

(支援の視点 1)

東ヨース た んけん計画を立てよう !

○探統の計画を立てるための手順を確認す

る。

・探検ヨースの確認。

・調べたいこと 僻 題)を 決める。

・諜煙の予想を立てる。

r

ヨ

学校周 辺

r/jド11山図

ワ‐・ク

シー ト

ホ ワイ ト

ボー ド

じ
　
　
　
ら

　
　
　
ボ

る

● 工い―スをT准語す
~る

e調 べたぃことを考

える。

①役場の展望台から見えた風景から,い く

つかポイン トになるものを示す。

○調べたいことの思考が広がるよう,考 え_

たことをどんどん発表させた後, 自分の

課題を書く。

③課題設定理由を発表させるぅ

( 1 1 ・S , 障i ・ヽ1 」, ( ) 0 ・K )

△なかなか課題が見つ,す
‐
られない児童には,

みんなの発表をt)とに調べたいことを考

えさせる。

( 0・T・, ′r ・`s, T l・S, T' H )

(支援の例1点2,1)

☆西コースと

比 較 しな が

ら,課 題を立

てることがで

きる。

(思考 ・判断)

十地形や土地

利用,交 i通の

様子などの観

点から訪t題を

立【rることが

できる。

イ

ウ

写真

ワー ク

ンー ト



ま

と

め

る

35

分

0自 分の課題を発表

にン, 分類する。

0自 分の課題の予想

を立てる。

○土地 ・建物の様子 ・交通の様子などに分

類できることに気づかせる。

○西コースと比べて予想を立てている児童

を意図的に発表 させ,比 1炎して予想する

ことのよさに気づかせる。

◎自分の予想の根拠を発表させ る。

( H ・S , M ・s , J ・K , 0 ・【)

△役場 の展 望台か らの様 子や 自分 の生活経

験 を想 起 させ ,予 想 を立 て る手がか りと

'す
る。

( 0・K , T・ S , T・ S , T・ H )

(支援 の視 点 2 , 3 )

☆自分の課題

の予想 を立て

ることができ

る。

(思考 ・判断)

☆西コースと

比較 して類似

点や相違点を

指摘できる。

イ

ウ

ワー ク

シー ト

ひ

ろ

げ

る

Ｓ

夕)

0学 習 をふ りかえ

る。

8次 時 の学習内容を

知 る。

○自己評価 ‐反省を しながら,本 時の学習

をふ りかえらせる。

○本時で立てた計画に沿つて探検を進めて

いくことを知らせる。

支援の視点 教 師 と 児 童 と の 関 わ り 支 援 の あ り 方  |

支援の視点 1 全体への支援 と教師の関わり 学ぶ対象 との出会いの仕方,接 し方を設定する。

支援の視点 2 全体 ・個への支援と教師の開わり 学ぶために必要な調べ方などを教授,教 示する。

支援の視点 f〕個への支援と教師の関わり 学ぶ対象 との関わ り方を助言)補 助する。



板 書 計 画

東 コー ス

①
丁~~中 (計画のしかた〉

・たんけんコースのか くにん

・調べたい こと ( かだい) を 決める

。かだいのよそ うを立てる

学 i 使の 東 が わで知 って い る こ と
' 町 立 図書館 、役場 が あ る
t 大 き な | よL フ
・ビ ックハ ウス 、 ア クセ ス

く調べたいこと (かだい)を 決める>

<よ そ うを立てる>

'国 が少ない
!店や家が多い

店が多い

だん地がある

た く さん 車 が

通 つ て い る

電 車 が 通 つ て い る


